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噌議 流研. 成均館大学との理工系学術交流
亀山 敦*
ScienceExchangeswithSungkyunkwanUniversity
AtsushiKAMEYAMA*
神奈川大学が韓国の成均館大学と交流協定を締結して
から約4年 になります.2003年から2006年まで両大学
の理工系で学術交流が行われております.2003年に成均
館大学で,バイオ ・高分子マテ リアルをテーマにしたシ
ンポジウム,2004年に神奈川大学で,ソフ トマテ リアル
をテーマにしたシンポジウムが教員の学術交流 として行
われました.また,2005年と2006年に,それぞれ成均
館大学と横浜キャンパスで都市 ・建築デザインをテーマ
にしたシンポジウムが両校の学生も含めた学術交流とし
て行われました.ここでは,成均館大学 との理工系学術
交流の背景と経緯,ならびに2003,2004年に行われたシ
ンポジウムについて紹介を致 します.
1.は じめに
大学環境の国際化の中にあって,最近の極東アジア,
中でも韓国の産業,科学技術の発展はめざましいものが
あります.神奈川大学でも韓国から多くの留学生を受入
れており,また教員 レベルでの研究交流も行われていま
した.このような背景から,神奈川大学の国際交流セン
ター(当時)が韓国の大学 との交流協定の充実を目的と
して,調査,準備を進めて,2002年に神奈川大学と成均
館大学との間で交流協定が締結されました.このような
学術交流により両大学の教育 ・研究の発展,さ らに将来
的には大学院生も含めた交流はもちろん,共同研究の可
能性など多くの成果が期待されます.
2.成均館大学について
成均館大学は ソウル首都圏に位 置 し,儒 教の学校 とし
て設立 され てか ら600年余の歴史を持っ総合大学です.
成均館大学の本部 と人文社会系の学部,大 学院はソウル
キャンパスにあ り,理 工系の学部,大 学院は,ソ ウル近
郊の水原(Suwon)キャンパスにあ ります.理 工系は,以
下 の7つ の学部構成 になって います.1)Schoolof
NaturaiScience,2)SchoolofEngineering,3)
ElectricalandComputerEngineering,4)Archtecture,
LandscapeArchtectureandCivilEngineering,5)
Medicine,6)Pharmacy,7)SportScience.韓国の約250
大学 の中で,成 均館大学 は上位5校 にランクされ る総合
大学で,人 文社会学分野,理 工学分野 ともに質の高い教
育 ・研究を行っています.2003年に成均館大学を訪問 し
た時,日 本 の大学のCOEに相 当する教育研究プ ロジェク
トが5っ 推進 されていま した.最 近では,韓 国の大企業
サムスンがかな り資金援助を しているようです.以 下の
写真 にある研究施設は2001年にサムスンの寄付ででき
た ものです.
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写真1.サムスンの寄付で設立された研究所
士教 授 化 学教 室
Professor,Dept.ofChemistry 成均館大学は,17力国の60余の大学と交流協定を結
んでおり,学生の海外留学や教員の交流の機会を多く作
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り,国際社会で活躍できる人材の教育に積極的に取 り組
んでいます.最後に余談ですが,卒業生の中には大リー
グで活躍 している投手なども多く,また,韓国 ドラマで
有名になったヨン様(ぺ ・ヨンジュ)が一時映像学科に
在籍していま した.なお,成均館大学の歴史,大学の組
織等について工学研究所所報第26巻,p115(2003年発
刊)に,長 宗雄先生(数学教室)が詳しい紹介記事を執
筆されていますので,そ ちらを参照して頂ければと思い
ます。
3.理工系学術交流の経緯
神奈川大学と成均館大学の間で2002年度交流協定が
締結 されました.それを契機に2002年11Aに成均館大
学新素材学科の招聰教授(客員教授)であり,本学工学
部に知己の人がいる夫龍淳教授(Dr.LyongSunPu)が
本学を訪問され,学術交流の提案がありました.両大学
の理工系のアクティビティーが高いことから,1回で終
わるような交流ではなく,両校交互に開催するような学
術交流を行 うことにっいて意見交換がなされました.そ
の後 ワーキンググループとして理工系学術交流実行委
員会を設置して具体的な検討を行った後,国際交流セン
ター(当時)で学術交流 として審議,決 定されました.
シンポジウムのテーマとしては,科学技術分野,国際社
会で益々重要 と思われるテーマを選びました.キーワー
ドを挙げます と,資源 ・エネルギ0,環境,デザイン,
システム制御,バイオマテ リアル,ナ ノサイエンスなど
です.このシンポジウムを好機会 として両大学問で中長
期的かつ質の高い学術交流を推進 していくことは,本学
にとって大変意義のあることであると思います.
2003年9月1日に,シンポジウムと並行して本学国際
交流センター(当時)所長の高橋志保彦先生,他2名 が
成均館大学理学部長を表敬訪問し,第1回のシンポジウ
ム開催のお礼を述べるとともに,今後の学術交流にっい
て意見交換を行いました.
4.2003年度学術交流
2003年9月1日 に 成 均 館 大 学 水 原 キ ャ ンパ ス 化 学 工
学 科 に お い て,``AdvancedBio&PolymericMaterials"
の テ ー マ で シ ン ポ ジ ウム を 行 い ま した.両 校 か ら そ れ ぞ
れ5名 の 先 生 が 最 近 の 研 究 に つ い て 講 演 を 行 い ま した.
講 演 タイ トル と講 演 者 は 以 下 の 通 りで す.
1)"Developmento£NewOranicReactionsof
Oxe七anesforPolymerSynthesis",Prof.Tadatomi
Nishikubo
2)"SurfaceTreatedPolymerElectrolyteMembranes
forDirectMethanolFuelCells",Prof.DukjoonKim
3)"BiodegradationofPolyhydroxyalkanes",Prof.
TerumiSaito
4)"Non-foulingPolymericMateralsforthe
RegenerationofNerveissue",Prof.DongJune
Chung
5)"Synthesiso£SomeBioactiveCompoundsfrom
Sugars",Prof.KenichiSato
6)"ConductingPolymer/MetalNanocomposites",Prof.
YoungkwanLee
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写真2.シンポジウム(2003)の参加教員
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写真3.化学工学科周辺のキャンパス風景
7)"FormationoftheSupramoleculesofMetal(II)
CarboxylateswithPolymer",Prof.WasukeMori
8)"miteElementAnalysiso£Mme-dependent
ViscoelasticFlowsforHighlyConcentratedPolymeric
Fluids",Prof.Yc)ungdonI(won
9)"ControloverIVIolecularWeightandPolydispersity
inPolycondensatiori',Frof.TsutomuYokozawa
10)"ElectroactivePolymerActuatorforEndoscope
Applications",Prof.Jae-DoNam
成 均 館 大 学 か ら はDept.ofEngineering,Deptof
PolylnerScienceの先 生 方 と大 学 院 生 を 中 心 に約50名 が
参 加 し,活 発 な デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が な さ れ ま した.そ れ
ぞ れ の 講 演 者 の研 究 内 容 は 独 創 的 か つ 先 端 の も の で あ り,
今 後 応 用 展 開 の 期 待 で き る も の で した.こ の シ ン ポ ジ ウ
ム は 両 校 の 研 究 者 に とっ て お 互 い の研 究 内 容 に つ い て 知
る 良 い 機 会 で あ り,日 韓 両 国 の 研 究 ス タ イ ル の 違 い 等 を
理 解 す る 上 で 大 変 有 意 義 な も の で した.
5.2004年度学術交流
ContaiY血lgSul£onateEndGroup",Praf.Ji-Heung
Kim,Pro£Jun-GukKim,andProf.YoungHaKim
4)"IntroductionofCarboxylicGroupontheSurfaceof
InorganicMaterialsUsingSilaneCouplingAgents
ContainingPhotodegradable2-NitxobenzylEsters",
Prof.KazuoYamaguchi
5)"HumanChondrocyteCultureontheVarious
PolymericScaffolds",Prof.DongJuneChungandProf.
HyeSungNam
6)"PhotorearrangementofHydroxy-Substatuted
DiarylnitronesandItsApplicationtoRefractive-Index
Controlo£PolymerFilm",Prof.TadamitsuSakurai
7)"All°PolymerFieldEffectTransistorUsing
PhotolithographicMicro-PatterningTechniqueof
Electrica皿yConductingPolymers",Pro£JunYoung
Le
8)``EpitaxialandEI㏄troconductivePropertiesof
S lf-AssemblyFabricatedwithAromaticPolyetherob
Si-Wi挽f',Pro£KazuoTajima
9)"NewOligomericPlasticizerforLithiumSecondary
Batter',Prof.jirihwanKim
10)"PenetratingSpherulitesin
Crystallane/CrystallinePolymerBlends",Pxof.
TakayukiIkehara
本 学 か ら約85名 が 参 加 し,そ の 内 訳 は 理 学 部,工 学 部
の 教 職 員18名,学 部 生 約45名,大 学 院 生 約20名 で した.
講 演 の 内 容 は,ソ フ トマ テ リア ル と して の 有 機 化 合 物 を
素 材 に し た 研 究 で,そ の 機 能,応 用 分 野 は 多 岐 に わ た る
も の で した.い ず れ の 研 究 も 独 創 的 か つ 先 端 の も の で し
た.ま た,い くつ か の 研 究 に つ い て は,応 用 研 究 へ の 展
開 が 検 討 され て い る も の で した.
2004年7月23日に神奈川大学横浜 キャンパス16号
館において,"SoftMaterials"のテーマでシンポジウム
を行いました.両 校か らそれぞれ5名 の先生が最近 の研
究について講演 をしました.講 演 タイ トル と講演者 は以
下の通 りです.
1)"SwellingandMechanicalPropertiesof
Superporous且ydrogels",Prof.DukjoonKim
2)"SynthesisandPropertiesofHyperbranched
PolymerswithOligo(ethyleneoxide)Chains",Prof.
AtsushiKameyama
3)"PreparationandPropertiesofPEGGraft
Copolymer&HydrogelsfromPEGMacromonomer
4
写真4.シ ンポジウム(2004)の会場風景
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写真5.懇 親会風景一山火学長を囲んで一
6.お わ りに
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ここで紹介した成均館大学との学術交流を通 して感 じ
たことは,最近の韓国の科学技術の発展の速度が増して
いるということです.この分野の教員は30,40代が多く,
若手教員の多くがアメリカで大学院教育を受け,その後
研究員 としてキャリアを積んでいます.また,大学の教
育 ・研究のハー ドとソフトシステムがアメリカナイズさ
れており,合理的に運営されているように思いました.
政府からの教育研究プロジェク トや企業からの大型研究
寄付金にみられるように,これらは政官民が協力して支
援 していることも大きな推進力になっています.日本の
大学においても,大学の基礎研究の独創性,産官学共同
研究による研究成果,科学技術の社会への還元が強く求
められてお ります.このような状況で,教育 ・研究のア
クティビティーの高い成均館大学と学術交流を深めてい
くことは,両大学にとって意義が大きいと思われます.
話は少々変わ りますが,2005年に神奈川大学 と国立台
湾科学技術大学 との間で交流協定が締結 されました.今
後はこれ らの大学の他にも,韓国,台湾,そ して中国の
大学などの東アジアの大学 との交流を深める機会が増え,
神奈川大学の国際交流が活発に行われることを期待 して
お ります.
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写真6.シ ンポジウム(2004)の参加者
